
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【本年度の重点目標】 

『深く考え、ていねいに伝え合う子どもの育成』 

〔笑顔！〕〔学び合い！〕〔習慣！〕 

℡0139-52-0524 FAX 0139-52-5489 

平成３０年 ２月 28日  №12 

『子どもを守るということ』 

校 長  木 村 英 明 

「啓蟄や ただ一疋の 青蛙」（原 石鼎） 気がつけば、３月５日の「啓蟄」も目の前です。その

反面、例年になく高く積もった雪はいつとけるのだろうかと不安に思うのは私だけではないと思いま

す。 

先日子どもの登校する様子を見ていますと、電線にとまっているカラスを恐れて進むのを躊躇して

いる女の子がいました。それでもその子は一瞬の隙をついて走ってカラスの下を通過しました。その

一連の様子を見ていて、以前にカモメの営巣地の調査をした時のことを思い出しました。実際にカモ

メの営巣地に行くと、たくさんの雛や卵が存在しました。その数をカウントするのが調査の主目的で

したが、巣に近づくと、親鳥の攻撃が待っていました。糞の落下。鳴き声の威嚇・・我が子を守るた

めの必死の攻撃です。生き物には本質的に我が子を守るというＤＮＡが組み込まれているのでしょう。 

 

さて先日中学校の先生と話していて「今の中学校での生徒間同士のトラブルの発端はほぼ１００％

がＳＮＳです」という話を聞きました。江差中学校でも昨年から急激にスマホ所有率が高くなったと

いいます。その結果は小学校卒業と同時にスマホを買い与える家庭が多いということの裏返しではな

いかと予想されます。一方テレビＣＭでは「学割」（ぴたっと学割・ドコモ学割・学割先生・・・）を

強調しています。これは完全に携帯電話会社が１０代前半の子どもたちをターゲットにした販売戦略

にシフトしていることを表しています。人はこのＣＭによる影響で少しずつ子どもにスマホを与える

ことのハードルが低くなるのでしょう。 

 

私は、学校にしても家庭にしても子どもを守り育てるという営みには「きび 

しさ」というものを欠かせてはならないと思います。その厳しさとは体罰とか 

怒るということではありません。子どもの可能性をおろそかにしない子どもへ 

の尊厳の思いです。そういった厳しさがない教育はつまるところ、子どもがどんな人間に育っても構

わないとする本当の意味で子どもを守ることにならないものと考えます。因みに脳トレで有名な川島

隆太氏は「仙台市での２０，０００人の調査において、スマホ・ＬＩＮＥを使い始めた人は翌年成績

が低下するが、使うのをやめた人は翌年、成績が向上するという結果が出ています」という話をして

います。親の思案のしどころです。最後に皆様雪かきで疲れている体をどうかご自愛ください。 

 

 

 南が丘小学校では、校内書初め展が行われています。一階の教室前や廊下に、子どもたちの作品が展示されておりま

す。 併せて、審査も行われ、入賞作品が決まりました。 

 

１年生 「お正月」 

金賞  Kさん   銀賞 Tくん   

銅賞  若山 咲來さん 

２年生「元気な子」 

金賞  Nくん   銀賞 Kさん  

銅賞  Yさん 

３年生「友だち」 

金賞  Mさん   銀賞 Tさん    

銅賞  Nさん 

４年生「美しい心」 

金賞 Nさん    銀賞 Mさん     

銅賞 Nくん 

５年生「平和な国」 

金賞 Sくん    銀賞 Hさん   銅賞 Kくん 

６年生「美しい心」 

金賞 Sさん    銀賞 Nくん   銅賞 Mくん 
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 第３３回たば風の祭典、江差町小中学生俳句優秀作品が決定しました。 

入賞者を紹介します。 

１年生 金賞 「かもめじま いわばのかにも はるをまつ」 Oくん 

    銅賞 「あさおきて かんのりごはん いいかおり」 Sくん 

    佳作 「えさし町 ニシンがいっぱい 日本いさん」 Oくん 

    佳作 「手をつなぐ 足あとならぶ なかよしだ」  Tさん 

２年生 金賞 「みんなでね くきがくるのを まってるよ」 Aくん 

    銅賞 「つららでね 雪の画用紙 お絵かきだ」   Kさん 

    佳作 「冬の朝 いろんな音が せいぞろい」    Yさん 

３年生 銅賞 「海沿いを 走るとひらり 波の花」     Hくん 

４年生 銅賞 「冬の海 たば風ふいて うさぎとぶ」    Mさん 

５年生 佳作 「かもめ島 白い帽子を 吹き飛ばせ」    Sくん 

６年生 銀賞 「ふわふわと 波の花散る 春を待つ」    Wさん 

    銅賞 「しける海 テトラポットが 泣いている」  Mくん 

    佳作 「冬の空 ゆられながらも かもめ飛ぶ」   Tくん      

 

 

 

 

 

 

 森林が林野火災で失われるのを防ぐために、道内の小学生から林野火災の予防を

呼びかける標語とポスター募集を北海道が主催で行っています。この取組に、本校

の児童が参加しました。 

先日審査が行われ、本校からも入賞作品が選ばれました。 

入選 標語の部 

  Mさん（６年） Wさん（６年） 

入選 ポスターの部 

  Kくん（４年） Mさん（４年）  

Wさん（６年） Mくん（６年） 

 

 

 

 ２日（金）６年生を送る会 

 ５日（月）前期児童会選挙 

 ７日（水）全校集会 

      ＡＬＴ来校 

 ９日（金）卒業式練習 

１２日（月）納入日 

１３日（火）卒業式練習 

１６日（金）卒業式練習 

１９日（月）卒業式総練習 

２０日（火）第６０回卒業式 

２１日（水）春分の日 

２３日（金）おかずつき弁当 

２６日（月）修了式、離任式 

      午前授業（給食なし） 

２７日（火）春休み 

     （4/5まで） 

      ＰＴＡ総会 

      ＰＴＡ送別会 
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 ２月５日～２月９日までの期間、第３回の「生活リズムしらべ」を実施しました。

先日の参観日に、保健室より結果をまとめたものをお渡ししております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの結果をもとに、保健室からの資料では、ゲームを 

する人は、ゲームの時間が長すぎないか、日常生活に支障を 

きたしていないか、体や心の健康は大丈夫かなどを注意する 

必要があることが、書かれておりました。 

 

 また、先日、ある資料を目にしました。その資料には、ス 

マートフォンの子どもたちの脳への影響について書かれていました。 

 ある日本の学生集団を長期間継続的に調査した結果、スマートフォンをいじった

ことによって、学校で学習した脳の中の記憶が、消しゴムで消すように一部分消

えてしまうこと。更に、「スイッチング」という、次から次へとアプリを切り替え

て使う動作により、一つのことに集中できなくなってしまうこと。更には、スマ

ートフォンのみならず、テレビを長時間視聴するとアルツハイマーのリスクが高

いことなどが書かれていました。 

 

 

 東北大学教授 川島隆太先生は、脳の健康を伸ばす方法で一番パワフルなのは、

読書だと述べています。更に、親子のコミュニケーションも「読書」と同様の強

い力があると話しております。 

また『脳を創る読書』（実業之日本社）、『大人のための読書の全技術』（中経出版）

によると、読書が脳にもたらす効果として次のことが挙げられています。 

 

 

 

 

 タブレットやスマートフォン、バーチャルな世界を楽しめ 

るゲーム機器など、世の中には、楽しい、便利なものが、多 

く存在します。しかし、それらに多く時間を費やすことで、 

健康を害することもあります。今一度、「読書のよさ」を再 

確認し、自宅でも、短時間でも集中して読書をする時間をつ 

くってみてはいかがでしょうか？ 

今回の「生活リズムしらべ」の目標は「『ネット利用時間』と『ゲ

ームの時間』について１時間以内とする」です。 

結果は 

 「毎日守れた・やっていない」 ・・・５９％ 

 「だいたい（１～２日）守れた」・・・３３％ 

  「守れない日が多かった」   ・・・ ８％ 

 今回の調査においては、平日にも関わらず、ネット・ゲー 

ム利用が２時間以上という児童も、各学年数名ずついました。 

○脳の想像力を高める 

○「読む力」と「書く力」を高める 

○会話力を高める 

 

 

 

 今年度最後の参観日が２月２２日に終わりました。ご多用の中、多くの保護者の

皆様のご参観、ありがとうございました。４月と比べて心身ともに成長した子ども

たち。４月からは、６年生が中学生へ、１～５年生が、次の学年に進級です。今新

たな学年に向けてスタートラインに並ぶ子どもたちの姿、いかがでしたでしょう

か？ 下の写真は、参観日の様子です。みんな姿勢よく、授業に集中しています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

授業参観後の全体懇談では、今年度の南が丘小学校の取組等の報告をさせていた

だきました。詳細は、後ほど学校評価公表としてお知らせいたします。 

 

  

 ２月１６日（金）６年生スキー遠足が七飯スノー

パークで行われました。 

 今年度は吹雪の日が多 

く、他校でも、スキー授 

業の日程変更もありまし 

た。しかし、１６日当日 

は、大変天気も雪質もよ 

く、湯ノ岱スキー場で練 

習した成果を存分に発揮 

し、楽しいスキー遠足と 

なりました。 

一
年
生
音
楽
の
授
業

風
景
。 

二
年
生
道
徳
の
授
業

風
景
。 

三
年
生
国
語
の
授
業

風
景
。 

四
年
生
音
楽
の
授
業

風
景
。 

五
年
生
道
徳
の
授
業

風
景
。 

六
年
生
外
国
語
の
授

業
風
景
。 

 

 

 ２月２２日（木）に第３回のＰＴＡ評議委員会が行われました。 

 まず平成２９年度ＰＴＡ送別会と平成３０年度ＰＴＡ総会は、次の通りとなりま

す。 

 ○平成２９年度送別会・平成３０年度ＰＴＡ総会 

  日時 平成３０年３月２７日（火） 

     総会１７：３０～ 送別会１８：３０～ 

  場所 南が丘ふれあいセンター 

  会費 ２５００円 

 正式な案内は、３月に入ってから、各家庭にお届けいたします。 

 

 ○平成２９年度各専門部、学年、地区子ども会の反省については、３月９日まで

の提出となっています。 

 誠に申し訳ございませんが、期限厳守で学校まで提出ください。 

 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  

 

  

 ２月９日（金）に６年生の租税教室が行われまし

た。 

 今回は、江差税務 

署の松本夏姫さんが 

来校され、税金の仕 

組みを教えてくれま 

した。 

 「動物に関する税 

金の中で実際なかった税金はどれでしょう。①豚税、

②うさぎ税、③馬税」など、大変興味深いお話もあ

り、非常に楽しく税の学習ができました。 
  

 

  

 ２月８日（木）に新１ 

年生体験入学が行われ 

ました。来年度の入学 

予定者は、９名です。 

 現１年生は、この日 

に向け、様々な準備を 

しました。当日は、小 

学校の勉強を体験して 

もらう中で、新１年生に小学校の勉強の楽しさをお

兄さん、お姉さんになってしっかりと教えていまし

た。新１年生が入学するのが待ち遠しいですね。 

 

  

 今年の冬は、江差町は、記録的な大雪となっています。通学路も雪で除雪が追い

つかない状況となっています。また道路にも大きな雪山が出現しております。道路

を横断するときは、しっかりと止まって左右確認をし道路を横断することや車の通

る雪山での遊びは絶対しないなど、事故やケガにあわない安全な生活に心がけてほ

しいと思います。 

 

  

 近隣の学校でもインフルエンザに 

よる閉鎖が続いたという話を聞きます。南が丘小

は、まだ学級閉鎖等は起きていませんが、インフル

エンザに感染しないためにも、手洗い、うがいをし

っかりするなど、予防に努めてほしいと思います。 


